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年初からの新興国通貨の下落、金融危機へのリスクは？ 

原油安や中国の景気減速に対する懸念から新興国通貨の下落が続いています。
ただ金融危機に発展するリスクは過去に比べて小さくなっているようです。 

新興国通貨 

（注） データ期間は変化率が2015年12月31日から2016年1月13日、外貨準備高が2000年から2014年。 
（出所） 国際通貨基金（IMF）、Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【主な新興国通貨の対米ドルおよび対円の変化率】 

■ただ新興国では近年、変動相場制を採用する
国が増え、外貨準備も総じて増加傾向にありま
す。為替相場の柔軟性や財務の安定性を勘案
すれば、新興国において通貨安が直ちに金融危
機に発展するリスクは、過去に比べて小さくなって
いるようです。 

■原油をはじめ国際商品価格の下落により、南
アフリカやロシアなど資源国通貨は大幅安となっ
ています。また中国の景気減速はアジア諸国の
経済に悪影響を及ぼすとの見方から、アジア通
貨も売りに押されています。これらの通貨はしば
らく不安定な動きが続くとみられます。 
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【主な新興国の外貨準備高】 


